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利 根 町まちの話題
PHOTO NEWS

第 36 回伊藤園第 36 回伊藤園
「おーいお茶新俳句大賞」受賞「おーいお茶新俳句大賞」受賞
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茶
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昨
年
11
月
27
日
～
12
月
１
日
、
徳
満
寺
に
お
い
て
「
第
16

回
布
川
一
茶
俳
句
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
利
根
小
学

校
３
年
生
以
上
の
児
童
お
よ
び
利
根
中
学
校
の
全
学
年
が
素

晴
ら
し
い
俳
句
を
詠
ん
で
く
だ
さ
っ
た
結
果
、
一
般
参
加
と

合
わ
せ
て
六
五
〇
句
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
29
日
は
、

徳
満
寺
の
客
殿
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
の
参
加
者
が
見
守
る
中
、

山
﨑
町
長
、
海
老
澤
教
育
長
、
石
井
指
導
課
長
、
生
芝
徳
満

寺
住
職
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
１
日
ま
で
展
示
を
行
い
、
境
内
の
地
蔵
市

と
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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一
般
の
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一
茶
句
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・
軽
ト
ラ
の
沈
む
ま
で
積
む
今
年
米　
　
　

町
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夕
暮
れ
時
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韮
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盛
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膾
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鐘
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と
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選
者
「
馬
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木
」
同
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先
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俳
句
は
、
年
齢
や
経
験
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
の
何
気
な
い
出
来
事
の
中

に
素
晴
ら
し
い
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。

下水道の災害復旧支援協定を締結下水道の災害復旧支援協定を締結

　2月 3日、町は（公社）日本下水道管路管理業協会と「災
害時における復旧支援協力に関する協定」を締結しました。
　本協定は、地震などの大規模な災害が発生した場合の復
旧支援協力に関する基本的事項を定め、被災した下水道管
路施設の機能の早期復旧を行うことを目的としたものです。
　協定締結式で椎

し い な
名部会長は、「いつ起こるかわからない

地震・水害に対応できるよう、一層の努力と人材の育成に
努めていきます」とあいさつされました。
　また、山﨑町長は、「高度な専門技術と豊富な経験を持
つ下水道管路管理業協会の皆さまと協力体制を構築できる
ことは、町にとって大変心強く、町民の安全・安心な暮ら
しを守る上で極めて重要な意義を持つものと考えておりま
す」と述べられました。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
（多文化共生プロモーター）着任式（多文化共生プロモーター）着任式

　町では、国が推進する「地域おこし協力隊制度」を活用
し、令和８年１月より「多文化共生プロモーター」として
奥
お く だ

田晶
しょうこ

子さん（写真左）、池
いけもと

本貴
た か し

至さん（写真右）の２名
に地域おこし協力隊員を委嘱しました。
　奥田隊員、池本隊員は、学校や支援団体などとの連携を
強化し、地域コミュニティの活性化、多文化共生社会の推
進および外国籍住民への生活支援の充実に積極的に取り組
んでいきます。２月上旬には、留学生と協力しクリーンアッ
プを実施しました。詳細は４月号広報に掲載予定です。

嬬恋村自然体験交流事業を実施嬬恋村自然体験交流事業を実施

　１月 24 日・25 日に、利根小学校５・６年生 34 名が
嬬恋村自然体験交流事業に参加しました。
　１日目は甘楽町こんにゃくパークでこんにゃく作り体験
と宿泊先でもある東海大学嬬恋高原研修センターで天体観
測を行い、２日目は鬼押し出し園と八ッ場ダムの見学をし
ました。また、短時間ではありましたが雪遊びもして、冬
ならではの自然に親しみながら、元気いっぱいに過ごしま
した。

（左から）奥
お く だ
田隊員、山﨑町長、池

いけもと
本隊員

　第 36回伊藤園「お～いお茶新俳句大賞」受賞作品が発表
され、約二百万句の応募作品から見事に平

ひらつかとしお
塚利雄さん（利根

町羽根野）の句が入賞しました。
『 鳥帰る雲の扉を押し開けて 』

　入賞作品は「お～いお茶」のパッケージに句が掲載されます。
　平塚さんは若い頃から居酒屋で仲間と句を競い合う「居酒
屋俳句」で腕を磨いてこられました。町の俳句大会でもたび
たび入賞を重ね、現在は句会の講師や大会選者としても活躍
されています。今回の快挙に、「これからも一日一句を心がけ、
俳句の楽しさを大切にしていきたい」と喜びを語っています。

（左）山﨑町長　　（右）平
ひらつかとしお
塚利雄さん

（左）関東支部茨城県部会　椎
し い な
名部会長　（右）山﨑町長


